





























商代の大墓から発見された 2件と､天野が自著において紹介 している､河南 ･陳西の間で出土した西周期頃
(?)の 1件がある｡それぞれ表面に饗聾風の文様があるので､儀礼用の農具と思われる｡大きさはいずれ





代の甲骨文字を調べてみると､準 (後漢時代の字書 『説文』では r辞｣と表記)の初字 (原初の字形)は r巨｣
(刀)と考えられており､末のような踏鋤で土壌を耕起する象形文字となっている｡この漢字に ｢牛｣の構
























介 して朝鮮半島に伝わっていったO朝鮮の伝統的踏鋤 ｢クビ (ttabi)｣は､中国古代の未や粕を紡律とさせ
るので､両者の間に関連があると私は推定しているOまた朝鮮の在来翠 ｢朱錐 (jaenggi)Jが漢代の枠型準


















































































を象徴する具体的事物が､西南中国における ｢帳塘稲田模型｣ と嶺南地方における ｢翠田把田模型｣であろ
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国旗 10=広東省広州市榊 区出土水田耕作模型 (百官)
国旗 12:広薫省広州市黄鏑区出土水田耕作養型 (甫晋)
図版 13:広東省肇JE市東熊出土水田耕作寝型 (真晋)
